
 

令和元年１０月 

市長定例記者会見次第 

 
 
１．日 時：令和元年１０月９日（水） １３：３０～ （約６０分） 

 
２．場 所：４０５会議室 
 
３．出席者：市長、関係局長ほか 
 
４． 案 件 

 
（１）東日本大震災復興状況視察について（資料番号１） 
 
（２）「世界８都市・食の祭典」の開催について（資料番号２） 
 
（３）市制130周年記念事業 金沢卯辰山工芸工房のリニューアルオープンについて 

（資料番号３） 
 
（４）「Civic Tech Summit KANAZAWA 2019」の開催について（資料番号４） 
 
（５）金沢マラソン交通規制状況サイトの開設について（資料番号５） 
 



                                                      

市長定例記者会見資料 

東日本大震災復興状況視察について 

 

  本市では平成 23 年の東日本大震災発生後から、全国市長会及び被災市からの要請によ

り、毎年職員を派遣しています。 

来年で震災から１０年が経過するのを前に、復興支援を行ってきた３市に自ら赴き、

各市長との面談を行うと共に、復興の現状を把握してきました。 

 

 

１ 視察日程 

  令和元年９月１８日（水）から９月１９日（木） 

 

２ 視察地 

  宮城県名取市 

  宮城県気仙沼市 

  岩手県陸前髙田市 

 

３ 視察日程 

９月１８日（水） 

・気仙沼市長との懇談 

 ・気仙沼市復興状況等視察  

 （鹿
しし

折
おり

・南気仙沼地区等復旧工事箇所等視察、東日本大震災遺構・伝承館視察）   

・陸前高田市長との懇談 

９月１９日（木） 

 ・名取市長懇談との懇談 

・名取市復興状況等視察（閖 上
ゆりあげ

小中学校、閖上公民館、震災メモリアル公園等視察） 

 

４ その他 

 ・職員派遣状況（危機管理課関係分） 

  名取市   ３１名（平成２３年度～） 

  気仙沼市   ７名（平成２６年度～） 

  陸前高田市  １名（平成２３年度） 

  郡山市    ２名（平成２４年度） 

 

 
 

市長との懇談 

（気仙沼市）               （陸前高田市）    

 

 

 

 

 

 

 
 

（名取市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

復興状況等視察 

気仙沼市（東日本大震災遺構・伝承館） 

 

 

 

 

 

 

 
 

名取市（閖上地区、震災メモリアル公園） 

 

 

令 和 元 年 1 0 月 9 日 

危機管理監危機管理課 

担 当  石 山 、 中 谷 

電 話  2 2 0 - 2 3 6 6 

 



 

市長定例記者会見資料 

「世界８都市・食の祭典」の開催について 

１．概要 

本市の４つの姉妹都市・友好交流都市からシェフ及びパティシエを招聘し、市民や食文

化団体・国際交流団体の関係者など、幅広い方々と「食」を通して、相互に食文化を理解

し合う交流事業を初めて開催する。 

 

２．事業内容 

  10 月 13 日（日）  「世界の料理講座」（会場:金沢学院大学 5 号棟第 1 調理学実習室） 

   14:00～16:00 市民向け料理講座 

・ 姉妹都市等の一流シェフらから各国の家庭料理や菓子づくりを学ぶ講座を開催 

   

10 月 14 日(月・祝）「世界８都市・食の祭典」（会場：金沢市役所庁舎前広場） 

   11:00～11:20 オープニングステージ 

11:00～16:00 飲食ブース（販売、試食） 

・ 姉妹都市のシェフらと国際交流団体が、ステージやテントブースにて共同で各国

の料理を紹介し、販売するイベントを開催 

   出店ブース（協力団体）〈料理人・菓子職人〉 

 ①アメリカ・バッファロー：チキンウイング（かなざわ体験プログラム実行委員会） 

 ②ロシア・イルクーツク：ピロシキ（金沢市ロシア協会) 

 ③ブラジル・ポルト・アレグレ：シュラスコ（小松市国際交流協会） 

 ④ベルギー・ゲント：チョコレート（(一社)石川県洋菓子協会）〈Nicolas Vanaise〉 

 ⑤フランス・ナンシー：キッシュ(金沢日仏協会)〈Patrick Frechin(※1)、 

 Hervé Fourrier〉 

 ⑥中国・蘇州：焼小籠包（石川県華僑華人聯誼会)〈朱 新年、翁 華明〉 

  ⑦韓国・全州：ビビンバ(石川日韓友の会カナダラくらぶ) 

 ⑧中国・大連：エビマヨ（石川県華僑華人聯誼会)〈庄 欣文(※２)、韓 斌〉 

特記事項 ※１：ミシュラン１つ星、※２：中国十大名厨 

   

  10 月 15 日（火）  市内料理人・料理団体との交流 

・市内の食文化団体（石川県菓子工業組合<浦田甘陽堂>、(一社）石川県洋菓子協会

<ル・ミュゼ・ドゥ・アシュ、サンニコラ、ふらん・どーる>、金沢芽生会<金城樓、

つば甚>、石川県華僑華人聯議会<菜香楼>）が姉妹都市の料理人らを店舗に招き、

調理やおもてなしの接遇を体験する研修を実施 

    

10 月 16 日（水）  市内料理人・料理団体との交流 

・金沢芽生会<金城樓、つば甚> 

 

３．主  催 金沢市・金沢市姉妹都市交流委員会 

令 和 元 年 10 月 ９ 日 

国 際 交 流 課  山 田 

T E L  2 2 0 - 2 0 7 5 











 

 

市長定例記者会見資料 

市制 130 周年記念事業 金沢卯辰山工芸工房のリニューアルオープンについて 

１．概要 

昨年８月から実施している改修工事が先月末までに終了した。11 月１日（金）に竣工

式を開催し、同日にリニューアルオープンする。 

 

２．主な改修内容 

（１）本館 

 ・ 加賀藩御細工所の工芸資料の充実 

 工芸技法の調査研究や研修者の育成に不可欠な加賀藩御細工所の工芸資料の収集

を進めるとともに、保存活用のための環境を整備 

 ・ 交流ラウンジの新設 

 研修者同士が気軽に交流し、創作意欲を刺激し合える場として、従来の工芸サロ

ンを交流ラウンジに改修 

（２）工房棟 

 ・ 創作環境の充実 

 創作ニーズの多様化や技術の進展に対応するため、各工房のレイアウトの改善を

図るとともに、最新の設備機器を導入 

（３）交流棟 

 ・ 共同工房の新設 

 国内外で活躍するアーティストの受け入れや異なる工房の研修者同士が自由に創

作活動を行うことができる共同工房のスペースを新設 

 ・ 多目的利用のための研修室の新設 

 地下駐車場を改修し、講義や講評会など多様な利用が可能な大小の研修室を新設 

 

  

本館 交流ラウンジ 交流棟 共同工房 

 

 

 

３．金沢卯辰山工芸工房改修竣工式及び内覧会について 

日 時：令和元年 11 月１日（金）10:00～  

場 所：交流棟 地下１階 研修室Ⅰ 

次 第：開 式 

式 辞  金沢市長 

祝 辞  金沢市議会議長 

施設概要説明  

記念講演 金沢卯辰山工芸工房館長 

内覧会：式典終了後（10:30 頃～） ※報道関係は 10月 30 日（水）13:30～ 

 

 

４．ユネスコ創造都市アーティスト・イン・レジデンス事業 

  中国・景徳鎮市からの陶芸作家受入について 

リニューアルオープンに合わせ、中国・景徳鎮市から陶芸作家を受入れる。 

派遣された作家が、金沢の文化や工芸の技に触れながら、作品の滞在制作に取り組

むとともに、滞在中の交流や作品制作を通じて、新たな創造や金沢の工芸の発信につな

げる。 

期  間：令和元年 10 月 21 日(月) ～ 11 月７日(木) 

制作場所：金沢卯辰山工芸工房 

来訪作家：中国・景徳鎮市 陶芸作家 胡
コ

 文
ブン

峰
ホウ

 氏 

※金沢市がユネスコ創造都市のクラフト分野に認定されて今年で 10 周年を迎えます 

令 和 元 年 10 月 ９ 日 

文 化 政 策 課  新 保 

T E L  2 2 0 - 2 7 5 3 

企 画 調 整 課  髙 桒 

T E L  2 2 0 - 2 0 3 1 



 

市長定例記者会見資料 

 

「Civic Tech Summit KANAZAWA 2019」の開催について 

 ＩＣＴを活用したまちづくりや地域課題解決に取り組む「シビックテック(*)」活動を広く

市民に周知し、市民協働を推進するため、有識者による講演やワークショップ等を行う 

「Civic Tech Summit KANAZAWA 2019」を開催します。 

 

 

 

 

 

１ 開催日時、場所 

  日 時：令和元年 11 月 24 日（日） 10:00～16:30 

  場 所：IT ビジネスプラザ武蔵 交流室１・２ 

 

２ 内容（予定） 

（１）基調講演 (午前の部) ［交流室１・２］ 

○ 基調講演Ⅰ 

「ＳＤＧｓを活用して皆で持続可能な社会を創る」 

        平本督太郎氏（金沢工業大学准教授） 

 

○ 基調講演Ⅱ 

 「静岡県が目指す近未来の３次元データ活用 

  ～ソウハツする「遊び場」としての VIRTUAL SHIZUOKA～」 

   杉本直也氏（静岡県 交通基盤部建設支援局 建設技術企画課） 

 

○ 基調講演Ⅲ 

 「明日のために その１」 

宮田人司氏（Mistletoe Japan, Inc. 代表 /  

株式会社 OPENSAUCE 代表取締役社長） 

 

（２）セミナー（午後の部） 

２つの会場に分かれて、パネルディスカッションやワークショップ形式でセミ 

ナーを開催します。 

     ［交流室１］ 

①【災害 x CivicTech】（パネルディスカッション） 

  「テクノロジーを活用して私たちが災害に対してどう取り組んでいけばいいか」 

  

②【デザイン× CivicTech】（ワークショップ） 

     「デザインの力で情報をわかりやすく伝えるには」 

 

        ［交流室２］ 

①【親と子供 x CivicTech】（パネルディスカッション） 

   「障がい児や病児保育など支援がより必要な子育てを 

社会やテクノロジーでどう支えていくか」 

 ②【SDGs x CivicTech】（体験ゲーム） 

   「カードゲーム『2030SDGs』を通して 2030 年までの道のりを体験しよう」 

令 和 元 年 1 0 月 9 日 
情報政策課（担当：中島） 
電話 076-220-2014 

＊シビックテック（CivicTech）とは 

Civic（市民）とTech（テクノロジー）をかけあわせた造語のことで、市民自らが、テクノロジーを 

活用して、地域課題を解決しようとする取り組みや考え方を指します。 

 












